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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】バスバーがホール素子に対して発生させる電磁 
障害を低減し、ホール素子の磁気検知精度を高めること 
ができるモータの提供。
【解決手段】モータは、ロータ１０と、ロータ１０と径 
方向に対向して配置されるステータ２０と、ロータ１０ 
の軸方向一方側に位置する軸受ホルダ３０と、軸受ホル 
ダ３０の軸方向一方側に位置するバスバーホルダ４０と 
、ロータ１０、ステータ２０、軸受ホルダ３０及びバス 
バーホルダ４０を収容するハウジング５０と、を有し、 
軸受ホルダ３０の軸方向一方側に誘導磁気ループＭが配 
置され、バスバーホルダ４０は、内部にバスバー４１を 
封入し、バスバーホルダ４０の軸方向他方側の面に回路 
基板４２が配置され、回路基板４２の軸方向他方側の面 
にホール素子Ｈが配置され、ホール素子Ｈとバスバー４ 
１とは、周方向において異なる位置に配置される。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　8　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ロ ー タ と 、
　 前 記 ロ ー タ と 径 方 向 に 対 向 し て 配 置 さ れ る ス テ ー タ と 、
　 前 記 ロ ー タ の 軸 方 向 一 方 側 に 位 置 す る 軸 受 ホ ル ダ と 、
　 前 記 軸 受 ホ ル ダ の 軸 方 向 一 方 側 に 位 置 す る バ ス バ ー ホ ル ダ と 、
　 前 記 ロ ー タ 、 前 記 ス テ ー タ 、 前 記 軸 受 ホ ル ダ 及 び 前 記 バ ス バ ー ホ ル ダ を 収 容 す る ハ ウ ジ  
ン グ と 、
を 有 し 、
　 前 記 軸 受 ホ ル ダ の 軸 方 向 一 方 側 に 誘 導 磁 気 ル ー プ が 配 置 さ れ 、
　 前 記 バ ス バ ー ホ ル ダ は 、 内 部 に バ ス バ ー を 封 入 し 、
　 前 記 バ ス バ ー ホ ル ダ の 軸 方 向 他 方 側 の 面 に 回 路 基 板 が 配 置 さ れ 、
　 前 記 回 路 基 板 の 軸 方 向 他 方 側 の 面 に ホ ー ル 素 子 が 配 置 さ れ 、
　 前 記 ホ ー ル 素 子 と 前 記 バ ス バ ー と は 、 周 方 向 に お い て 異 な る 位 置 に 配 置 さ れ る 、 モ ー タ  
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 路 基 板 は 、 軸 方 向 に お い て 前 記 誘 導 磁 気 ル ー プ と 前 記 バ ス バ ー と の 間 に 位 置 す る  
、 請 求 項 １ に 記 載 の モ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 バ ス バ ー の 数 は 、 少 な く と も ３ つ で あ り 、
　 各 々 の 前 記 バ ス バ ー は 、 周 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ る と と も に 周 方 向 に 間 隙 を 有 し 、
　 前 記 ホ ー ル 素 子 は 、 前 記 回 路 基 板 の 軸 方 向 他 方 側 の 面 の 前 記 間 隙 に 対 応 す る 位 置 に 配 置  
さ れ る 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の モ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 バ ス バ ー の 数 は ３ つ で あ り 、 そ の う ち 第 １ の バ ス バ ー と 第 ２ の バ ス バ ー 及 び 第 ３ の  
バ ス バ ー と は 、 周 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の バ ス バ ー と 前 記 第 ３ の バ ス バ ー と は 、 軸 方 向 に お い て 部 分 的 に 重 な り 合 い 、
　 ３ つ の 前 記 バ ス バ ー は 、 周 方 向 に 間 隙 を 有 し 、
　 前 記 ホ ー ル 素 子 は 、 前 記 回 路 基 板 の 軸 方 向 他 方 側 の 面 の 前 記 間 隙 に 対 応 す る 位 置 に 配 置  
さ れ る 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の モ ー タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の バ ス バ ー は 、 接 続 端 子 で あ る Ｖ 端 子 及 び Ｗ 端 子 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の バ ス バ ー は 、 接 続 端 子 で あ る Ｕ 端 子 及 び Ｖ 端 子 を 有 し 、
　 前 記 第 ３ の バ ス バ ー は 、 接 続 端 子 で あ る Ｗ 端 子 及 び Ｕ 端 子 を 有 し 、
　 前 記 間 隙 は 、 前 記 第 １ の バ ス バ ー の Ｖ 端 子 と 前 記 第 ３ の バ ス バ ー の Ｕ 端 子 と の 間 に 設 け  
ら れ 、
　 前 記 第 １ の バ ス バ ー の Ｗ 端 子 と 前 記 第 ２ の バ ス バ ー の Ｕ 端 子 と は 隣 接 し 、
　 前 記 第 ２ の バ ス バ ー の Ｖ 端 子 と 前 記 第 ３ の バ ス バ ー の Ｗ 端 子 と は 隣 接 す る 、 請 求 項 ４ に  
記 載 の モ ー タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ス テ ー タ は 、 コ イ ル を 有 し 、
　 前 記 ホ ー ル 素 子 は ３ つ で あ り 、 前 記 コ イ ル の Ｗ 相 、 Ｕ 相 及 び Ｖ 相 に そ れ ぞ れ 対 応 し 、
　 前 記 Ｗ 相 に 対 応 す る 前 記 ホ ー ル 素 子 、 前 記 Ｖ 相 に 対 応 す る 前 記 ホ ー ル 素 子 、 及 び 前 記 Ｕ  
相 に 対 応 す る 前 記 ホ ー ル 素 子 は 、 前 記 間 隙 に 対 応 す る 位 置 に 、 周 方 向 に 沿 っ て 反 時 計 回 り  
に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の モ ー タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ３ つ の ホ ー ル 素 子 は 、 前 記 回 路 基 板 に お い て 、 前 記 バ ス バ ー よ り 径 方 向 内 側 に 配 置  
さ れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の モ ー タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の モ ー タ を 備 え る 電 気 製 品 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 発 明 は 、 モ ー タ 及 び 電 気 製 品 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の モ ー タ 構 造 に お い て は 、 回 路 基 板 が バ ス バ ー の 軸 方 向 下 側 に 位 置 し て お り 、 回 路  
基 板 の バ ス バ ー と 反 対 側 の 面 に ホ ー ル 素 子 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 技 術 的 背 景 に つ い て の 上 記 の 説 明 は 、 本 願 の 技 術 的 解 決 策 に つ い て 明 確 且 つ 十 全 に 説 明  
す る と と も に 、 当 業 者 の 理 解 を 容 易 に す る た め に 叙 述 し た も の で あ る に 過 ぎ な い こ と に は  
留 意 し な け れ ば な ら な い 。 こ れ ら の 解 決 策 が 本 願 の 背 景 技 術 部 分 に お い て 叙 述 を 行 っ て い  
る こ と の み を 理 由 に 、 上 記 の 技 術 的 解 決 策 が 当 業 者 に と っ て 公 知 で あ る と 見 な し て は な ら  
な い 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 発 明 者 は 、 従 来 の 構 造 に お い て 、 ホ ー ル 素 子 が バ ス バ ー の 径 方 向 内 側 に 位 置 し 、 バ ス バ  
ー と 比 較 的 近 い た め 、 バ ス バ ー に 通 電 す る 際 に バ ス バ ー が 発 生 さ せ る 電 磁 障 害 が 、 ホ ー ル  
素 子 の 磁 気 検 知 精 度 に 影 響 を も た ら し 、 ホ ー ル 素 子 の 磁 気 検 知 精 度 を 低 下 さ せ 得 る こ と を  
見 出 し た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 願 発 明 の 実 施 例 は 、 モ ー タ 及 び 電 気 製 品 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 願 発 明 の 実 施 例 の １ つ の モ ー タ に よ れ ば 、 ロ ー タ と 、 前 記 ロ ー タ と 径 方 向 に 対 向 し て  
配 置 さ れ る ス テ ー タ と 、 前 記 ロ ー タ の 軸 方 向 一 方 側 に 位 置 す る 軸 受 ホ ル ダ と 、 前 記 軸 受 ホ  
ル ダ の 軸 方 向 一 方 側 に 位 置 す る バ ス バ ー ホ ル ダ と 、 前 記 ロ ー タ 、 前 記 ス テ ー タ 、 前 記 軸 受  
ホ ル ダ 及 び 前 記 バ ス バ ー ホ ル ダ を 収 容 す る ハ ウ ジ ン グ と 、 を 有 し 、 前 記 軸 受 ホ ル ダ の 軸 方  
向 一 方 側 に 誘 導 磁 気 ル ー プ が 配 置 さ れ 、 前 記 バ ス バ ー ホ ル ダ は 、 内 部 に バ ス バ ー を 封 入 し  
、 前 記 バ ス バ ー ホ ル ダ の 軸 方 向 一 方 側 の 面 に 回 路 基 板 が 配 置 さ れ 、 前 記 回 路 基 板 の 軸 方 向  
他 方 側 の 面 に ホ ー ル 素 子 が 配 置 さ れ 、 前 記 ホ ー ル 素 子 と 前 記 バ ス バ ー と は 、 周 方 向 に お い  
て 異 な る 位 置 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 前 記 回 路 基 板 は 、 軸 方 向 に お い て 前 記 誘 導 磁 気 ル ー プ と 前 記 バ  
ス バ ー と の 間 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 前 記 バ ス バ ー の 数 は 少 な く と も ３ つ で あ り 、 各 々 の 前 記 バ ス バ  
ー は 、 周 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ る と と も に 周 方 向 に 間 隙 を 有 し 、 前 記 ホ ー ル 素 子 は 、 前 記  
回 路 基 板 の 軸 方 向 他 方 側 の 面 の 前 記 間 隙 に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 前 記 バ ス バ ー の 数 は ３ つ で あ り 、 そ の う ち 第 １ の バ ス バ ー と 第  
２ の バ ス バ ー 及 び 第 ３ の バ ス バ ー と は 、 周 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ の バ ス バ ー と  
前 記 第 ３ の バ ス バ ー と は 、 軸 方 向 に お い て 部 分 的 に 重 な り 合 い 、 ３ つ の 前 記 バ ス バ ー は 、  
周 方 向 に 間 隙 を 介 し て 配 置 さ れ 、 前 記 ホ ー ル 素 子 は 、 前 記 回 路 基 板 の 軸 方 向 他 方 側 の 面 の  
前 記 間 隙 に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 前 記 第 １ の バ ス バ ー は 、 接 続 端 子 で あ る Ｖ 端 子 及 び Ｗ 端 子 を 有  
し 、 前 記 第 ２ の バ ス バ ー は 、 接 続 端 子 で あ る Ｕ 端 子 及 び Ｖ 端 子 を 有 し 、 前 記 第 ３ の バ ス バ  
ー は 、 接 続 端 子 で あ る Ｗ 端 子 及 び Ｕ 端 子 を 有 し 、 前 記 間 隙 は 、 前 記 第 １ の バ ス バ ー の Ｖ 端  
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子 と 前 記 第 ３ の バ ス バ ー の Ｕ 端 子 と の 間 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の バ ス バ ー の Ｗ 端 子 と 前 記  
第 ２ の バ ス バ ー の Ｕ 端 子 と は 、 隣 接 し 、 前 記 第 ２ の バ ス バ ー の Ｖ 端 子 と 前 記 第 ３ の バ ス バ  
ー の Ｗ 端 子 と は 、 隣 接 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 前 記 ス テ ー タ は 、 コ イ ル を 有 し 、 前 記 ホ ー ル 素 子 は ３ つ で あ り  
、 前 記 コ イ ル の Ｗ 相 、 Ｕ 相 及 び Ｖ 相 に そ れ ぞ れ 対 応 し 、 前 記 Ｗ 相 に 対 応 す る ホ ー ル 素 子 、  
前 記 Ｖ 相 に 対 応 す る ホ ー ル 素 子 、 及 び 前 記 Ｕ 相 に 対 応 す る ホ ー ル 素 子 は 、 前 記 間 隙 に 対 応  
す る 位 置 に 、 周 方 向 に 沿 っ て 反 時 計 回 り に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 前 記 ３ つ の ホ ー ル 素 子 は 、 前 記 回 路 基 板 に お い て 、 前 記 バ ス バ  
ー よ り 径 方 向 内 側 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 願 発 明 の 実 施 例 の も う １ つ の 実 施 例 は 、 前 述 の い ず れ か １ つ の 実 施 例 に 記 載 の モ ー タ  
を 有 す る 電 気 製 品 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 願 発 明 の 実 施 例 に お い て 、 ホ ー ル 素 子 を バ ス バ ー か ら 可 能 な 限 り 離 し て 配 置 す る こ と  
に よ っ て 、 バ ス バ ー に 通 電 し た 際 に 、 バ ス バ ー が ホ ー ル 素 子 に 対 し て 発 生 さ せ る 電 磁 障 害  
を 低 減 し 、 ホ ー ル 素 子 の 磁 気 検 知 精 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 後 述 の 説 明 及 び 図 面 を 参 照 す る と 、 本 願 発 明 の 特 定 の 実 施 形 態 を 詳 細 に 開 示 し て お り 、  
本 願 発 明 の 原 理 が 採 用 さ れ 得 る 形 態 を 明 示 し て い る 。 本 願 発 明 の 実 施 形 態 は 、 後 述 の 説 明  
及 び 図 面 に 開 示 さ れ て い る も の に 限 定 さ れ な い 。 添 付 さ れ た 特 許 請 求 の 範 囲 内 に お い て 、  
本 願 発 明 の 実 施 形 態 は 多 く の 変 更 、 修 正 及 び 均 等 を 含 む 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 願 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の モ ー タ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 す モ ー タ の 斜 視 図 で あ っ て 、 ハ ウ ジ ン グ 及 び バ ス バ ー ホ ル ダ の  
樹 脂 部 分 を 取 り 除 い た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ に 示 す モ ー タ を 軸 方 向 一 方 側 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 １ に 示 す モ ー タ を 軸 方 向 一 方 側 か ら 見 た 図 で あ っ て 、 バ ス バ ー ホ ル ダ  
の 樹 脂 部 分 を 取 り 除 い た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 面 を 参 照 す る と 、 以 下 の 明 細 書 に よ っ て 、 本 願 発 明 の 前 述 の 特 徴 及 び そ の 他 の 特 徴 が  
明 確 に な る 。 本 願 発 明 を 採 用 可 能 な 一 部 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 、 本 願 発 明 の 特 定 の 実 施  
形 態 を 、 明 細 書 及 び 図 面 に お い て 具 体 的 に 開 示 し て い る 。 本 願 発 明 は 、 記 述 さ れ た 実 施 形  
態 に 限 定 さ れ な い 。 本 願 発 明 は 、 添 付 さ れ た 特 許 請 求 の 範 囲 に 該 当 す る す べ て の 修 正 、 変  
形 及 び 均 等 物 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 願 発 明 の 実 施 例 に お い て は 、 「 及 び ／ 又 は 」 と い う 用 語 は 、 関 連 し て 列 挙 さ れ る 用 語  
の １ 種 又 は 複 数 の う ち の い ず れ か １ つ 及 び す べ て の 組 み 合 わ せ を 含 む 。 「 を 含 む 」 、 「 を  
備 え る 」 、 「 を 有 す る 」 等 の 用 語 は 、 申 し 述 べ る 特 徴 、 要 素 、 部 品 又 は ア セ ン ブ リ の 存 在  
を 指 す が 、 １ つ 又 は 複 数 の 他 の 特 徴 、 要 素 、 部 品 又 は ア セ ン ブ リ が 存 在 す る か 又 は そ れ ら  
を 付 加 す る こ と を 排 除 し な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 願 発 明 の 実 施 例 に お い て は 、 「 一 」 、 「 該 」 等 の 単 数 形 は 複 数 形 を 含 ん で い て よ く 、  
「 一 種 の 」 又 は 「 一 タ イ プ の 」 で あ る と 広 義 に 理 解 す る べ き で あ り 、 「 １ つ の 」 と い う 意  
味 合 い に 限 定 す る も の で は な い 。 ま た 、 「 前 記 」 と い う 用 語 は 、 前 後 で 別 途 明 示 さ れ て い  
な い 限 り 、 単 数 形 も 複 数 形 も 含 む 。 ま た 、 前 後 で 別 途 明 示 さ れ て い な い 限 り 、 「 に よ れ ば  



10

20

30

40

50

JP 2022-158985 A 2022.10.17(5)

」 と い う 用 語 は 「 少 な く と も 部 分 的 に … … に よ れ ば 」 と 理 解 す る べ き で あ り 、 「 に 基 づ い  
て 」 と い う 用 語 は 、 「 少 な く と も 部 分 的 に … … に 基 づ い て 」 と 理 解 す る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 本 願 発 明 の 下 記 説 明 に お い て は 、 説 明 の 都 合 の た め に 、 モ ー タ の 中 心 軸 Ｏ に 沿 っ  
て 延 在 す る 方 向 又 は そ れ と 平 行 な 方 向 を 「 軸 方 向 」 と 呼 ぶ 。 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ の 底 部 か ら  
モ ー タ ハ ウ ジ ン グ の 開 口 を 指 向 す る 方 向 を 「 上 方 」 又 は 「 上 側 」 又 は 「 軸 方 向 上 側 」 又 は  
「 軸 方 向 一 方 側 」 と 呼 ぶ 。 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ の 開 口 か ら モ ー タ ハ ウ ジ ン グ の 底 部 を 指 向 す  
る 方 向 を 「 下 方 」 又 は 「 下 側 」 又 は 「 軸 方 向 下 側 」 又 は 「 軸 方 向 他 方 側 」 と 呼 ぶ 。 中 心 軸  
Ｏ を 中 心 と す る 半 径 方 向 を 「 径 方 向 」 と 呼 ぶ 。 中 心 軸 Ｏ に 近 づ く 方 向 を 「 径 方 向 内 側 」 と  
呼 ぶ 。 中 心 軸 Ｏ か ら 離 れ る 方 向 を 「 径 方 向 外 側 」 と 呼 ぶ 。 中 心 軸 Ｏ を 取 り 囲 む 方 向 を 「 周  
方 向 」 と 呼 ぶ 。 た だ し 、 こ れ ら は 説 明 の 都 合 の た め で あ る に 過 ぎ ず 、 モ ー タ の 使 用 及 び 製  
造 時 の 向 き を 限 定 し な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し 、 本 願 発 明 の 実 施 例 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ の 実 施 例
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 願 発 明 の 第 １ の 実 施 例 は 、 モ ー タ を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 、 本 願 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の モ ー タ の 断 面 図 で あ る 。 図 １ は 、 軸 方 向 に 沿 っ て 切  
り 開 い た 状 態 の 該 モ ー タ を 示 し て い る 。 図 ２ は 、 図 １ に 示 す モ ー タ の 斜 視 図 で あ っ て 、 ハ  
ウ ジ ン グ 及 び バ ス バ ー ホ ル ダ の 樹 脂 部 分 を 取 り 除 い た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ２  
に 示 す よ う に 、 本 願 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の モ ー タ は 、 ロ ー タ １ ０ と 、 ロ ー タ １ ０ と 径 方 向  
に 対 向 し て 配 置 さ れ た ス テ ー タ ２ ０ と 、 ロ ー タ １ ０ の 軸 方 向 一 方 側 に 位 置 す る 軸 受 ホ ル ダ  
３ ０ と 、 軸 受 ホ ル ダ ３ ０ の 軸 方 向 一 方 側 に 位 置 す る バ ス バ ー ホ ル ダ ４ ０ と 、 ロ ー タ １ ０ 、  
ス テ ー タ ２ ０ 、 軸 受 ホ ル ダ ３ ０ 及 び バ ス バ ー ホ ル ダ ４ ０ を 収 容 す る 略 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ５  
０ と 、 を 有 す る 。 ス テ ー タ ２ ０ は 、 導 線 等 か ら 構 成 さ れ る 少 な く と も １ つ の コ イ ル を 有 す  
る 。 本 実 施 例 に お い て 、 ス テ ー タ ２ ０ は 、 複 数 の コ イ ル を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 願 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に お い て は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 軸 受 ホ ル ダ ３ ０ の 、  
バ ス バ ー ホ ル ダ ４ ０ に 面 す る 側 （ 軸 方 向 上 側 、 つ ま り 軸 方 向 一 方 側 ） に 誘 導 磁 気 ル ー プ Ｍ  
が 配 置 さ れ て い る 。 誘 導 磁 気 ル ー プ Ｍ は 、 バ ス バ ー ホ ル ダ ４ ０ の 軸 方 向 一 方 側 に お い て 、  
ロ ー タ １ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 バ ス バ ー ホ ル ダ ４ ０ は 、 内 部 に バ ス バ ー ４ １ を 封 入 し  
て い る 。 バ ス バ ー ホ ル ダ ４ ０ の 、 軸 受 ホ ル ダ ３ ０ に 面 す る 側 の 表 面 （ 軸 方 向 下 側 表 面 、 つ  
ま り 軸 方 向 他 方 側 の 面 ） に 回 路 基 板 ４ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 回 路 基 板 ４ ２ の 、 軸 受 ホ ル ダ  
３ ０ に 面 す る 側 の 表 面 （ 軸 方 向 下 側 表 面 、 つ ま り 軸 方 向 他 方 側 の 面 ） に ホ ー ル 素 子 Ｈ が 配  
置 さ れ て い る 。 ホ ー ル 素 子 Ｈ は 、 誘 導 磁 気 ル ー プ Ｍ に よ っ て 生 じ 、 ロ ー タ １ ０ の 回 転 に 応  
じ て 変 化 す る 磁 気 を 検 知 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 願 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に お い て 、 ホ ー ル 素 子 Ｈ と バ ス バ ー ４ １ と は 、 周 方 向 に お い て  
異 な る 位 置 に 配 置 さ れ る 。 つ ま り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ホ ー ル 素 子 Ｈ は 、 バ ス バ ー ４ １ の  
径 方 向 内 側 の 位 置 に 配 置 さ れ て い な い 。 ホ ー ル 素 子 Ｈ は 、 バ ス バ ー ４ １ の 径 方 向 内 側 の 位  
置 と 、 周 方 向 に お い て 一 定 の 距 離 だ け ず ら し て 配 置 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ホ ー ル 素 子 Ｈ の  
元 来 の 設 置 位 置 に 対 し 、 該 ホ ー ル 素 子 Ｈ は 周 方 向 に 一 定 の 距 離 だ け 偏 倚 し て お り 、 ホ ー ル  
素 子 Ｈ が バ ス バ ー ４ １ の 径 方 向 内 側 に 位 置 し な い 。 つ ま り 、 該 ホ ー ル 素 子 Ｈ は 、 バ ス バ ー  
４ １ か ら 可 能 な 限 り 離 れ て い る 。 こ れ に よ り 、 バ ス バ ー ４ １ に 通 電 し た 際 に 、 バ ス バ ー ４  
１ の ホ ー ル 素 子 Ｈ に 対 し て 発 生 さ せ る 電 磁 障 害 を 低 減 し 、 ホ ー ル 素 子 Ｈ の 磁 気 検 知 精 度 を  
高 め て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 は 、 該 モ ー タ の 構 造 に つ い て 例 を 挙 げ て 説 明 し た も の に 過 ぎ ず 、 該 モ ー タ は さ ら に  
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、 例 え ば 軸 受 ６ ０ な ど 、 他 の 通 常 の ア セ ン ブ リ を 備 え て い て よ く 、 関 連 技 術 を 具 体 的 に 参  
照 し て よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 回 路 基 板 ４ ２ は 、 軸 方 向 に お い て 誘 導 磁 気  
ル ー プ Ｍ と バ ス バ ー ４ １ と の 間 に 位 置 す る 。 回 路 基 板 ４ ２ を 誘 導 磁 気 ル ー プ Ｍ と バ ス バ ー  
４ １ と の 間 に 配 置 す る こ と に よ っ て 、 バ ス バ ー ４ １ に 通 電 し た 際 に 、 バ ス バ ー ４ １ が 回 路  
基 板 ４ ２ に 設 け ら れ た 他 の 電 子 部 品 に 対 し て 発 生 さ せ る 電 磁 障 害 を 低 減 し 、 モ ー タ の 軸 方  
向 寸 法 を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ は 、 図 １ に 示 す モ ー タ を 軸 方 向 一 方 側 か ら 見 た 図 で あ る 。 つ ま り 、 図 ３ は 、 軸 方 向  
上 側 か ら 該 モ ー タ を 見 た 状 態 を 示 し て い る 。 図 ４ は 、 図 １ に 示 す モ ー タ を 軸 方 向 一 方 側 か  
ら 見 た 図 で あ っ て 、 バ ス バ ー ホ ル ダ の 樹 脂 部 分 を 取 り 除 い た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 つ ま り  
、 図 ４ は 、 軸 方 向 上 側 か ら 該 モ ー タ を 見 た 状 態 を 示 し て お り 、 且 つ 、 バ ス バ ー ４ １ と ホ ー  
ル 素 子 Ｈ の 設 置 位 置 Ｈ ’ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 い く つ か の 実 施 例 で は 、 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 バ ス バ ー ４ １ の 数 は 少 な く と も ３  
つ で あ る 。 各 々 の バ ス バ ー ４ １ は 、 周 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ る と と も に 、 周 方 向 に 間 隙 Ｇ  
を 有 し て い る 。 言 い 換 え る と 、 隣 り 合 う バ ス バ ー ４ １ 同 士 の 間 に は 、 間 隙 Ｇ が 構 成 さ れ る  
。 ホ ー ル 素 子 Ｈ は 、 回 路 基 板 ４ ２ の 軸 受 ホ ル ダ ３ ０ に 面 す る 側 の 表 面 （ 軸 方 向 下 側 表 面 、  
つ ま り 軸 方 向 他 方 側 の 面 ） の 間 隙 Ｇ に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 バ ス バ ー ４ １ の 数 は ３ つ で あ り 、 そ の う ち 第 １ の バ  
ス バ ー ４ １ － １ と 第 ２ の バ ス バ ー ４ １ － ２ 及 び 第 ３ の バ ス バ ー ４ １ － ３ と は 、 周 方 向 に 並  
ん で 配 置 さ れ る 。 第 ２ の バ ス バ ー ４ １ － ２ と 第 ３ の バ ス バ ー ４ １ － ３ と は 、 軸 方 向 に お い  
て 部 分 的 に 重 な り 合 う 。 ３ つ の バ ス バ ー ４ １ は 、 周 方 向 に 間 隙 Ｇ を 有 す る 。 ホ ー ル 素 子 Ｈ  
は 、 回 路 基 板 ４ ２ の 軸 受 ホ ル ダ ３ ０ に 面 す る 側 の 表 面 （ 軸 方 向 下 側 表 面 、 つ ま り 軸 方 向 他  
方 側 の 面 ） の 、 間 隙 Ｇ に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 。 な お 、 バ ス バ ー ４ １ の 数 は 、 ３ つ に  
限 ら れ ず 、 ４ つ 以 上 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 ホ ー ル 素 子 Ｈ を バ ス バ ー ４ １ か ら 可 能 な 限 り 離 し て 配 置 し 、 バ ス バ ー ４ １  
に 通 電 し た 際 に 、 バ ス バ ー ４ １ が ホ ー ル 素 子 Ｈ に 対 し て 発 生 さ せ る 電 磁 障 害 を さ ら に 低 減  
し 、 ホ ー ル 素 子 Ｈ の 磁 気 検 知 精 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 例 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ の バ ス バ ー ４ １ － １ は 、 Ｖ 端 及 び Ｗ 端 と い う ２  
つ の 接 続 端 子 を 有 す る 。 第 １ の バ ス バ ー ４ １ － １ は 、 Ｖ 端 子 及 び Ｗ 端 子 を 有 す る 。 第 ２ の  
バ ス バ ー ４ １ － ２ は 、 ２ つ の 接 続 端 子 を 有 す る 。 第 ２ の バ ス バ ー ４ １ － ２ は 、 Ｕ 端 子 及 び  
Ｖ 端 子 を 有 す る 。 第 ３ の バ ス バ ー ４ １ － ３ は 、 ２ つ の 接 続 端 子 を 有 す る 。 第 ３ の バ ス バ ー  
４ １ － ３ は 、 Ｗ 端 子 及 び Ｕ 端 子 を 有 す る 。 各 バ ス バ ー の Ｗ 端 子 は 、 Ｗ 相 を 構 成 す る コ イ ル  
か ら 引 き 出 さ れ た 導 線 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 各 バ ス バ ー の Ｖ 端 子 は 、 Ｖ 相 を 構 成 す る コ  
イ ル か ら 引 き 出 さ れ た 導 線 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 各 バ ス バ ー の Ｕ 端 子 は 、 Ｕ 相 を 構 成 す  
る コ イ ル か ら 引 き 出 さ れ た 導 線 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 こ こ で 、 第 １ の バ ス バ ー ４ １ － １  
の Ｖ 端 子 と 第 ３ の バ ス バ ー ４ １ － ３ の Ｕ 端 子 と の 間 に は 、 間 隙 Ｇ が 設 け ら れ る 。 第 １ の バ  
ス バ ー ４ １ － １ の Ｗ 端 子 と 第 ２ の バ ス バ ー ４ １ － ２ の Ｕ 端 子 と は 、 隣 接 す る 。 第 ２ の バ ス  
バ ー ４ １ － ２ の Ｖ 端 子 と 第 ３ の バ ス バ ー ４ １ － ３ の Ｗ 端 子 と は 、 隣 接 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 バ ス バ ー ４ １ に 通 電 し た 際 に 、 バ ス バ ー ４ １ が ホ ー ル 素 子 Ｈ に 対 し て 発 生  
さ せ る 電 磁 障 害 を さ ら に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 例 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ホ ー ル 素 子 Ｈ は ３ つ 設 け ら れ る 。 コ イ ル の Ｗ 相 、 Ｕ  
相 及 び Ｖ 相 に そ れ ぞ れ 対 応 す る ホ ー ル 素 子 Ｈ を 、 図 ４ に お い て Ｈ ｗ 、 Ｈ ｕ 及 び Ｈ ｖ と し て  
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示 し て い る 。 こ こ で 、 Ｗ 相 に 対 応 す る ホ ー ル 素 子 Ｈ ｗ 、 Ｖ 相 に 対 応 す る ホ ー ル 素 子 Ｈ ｖ 、  
及 び Ｕ 相 に 対 応 す る ホ ー ル 素 子 Ｈ ｕ は 、 間 隙 Ｇ に 対 応 す る 位 置 に 、 周 方 向 に 沿 っ て 反 時 計  
回 り に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 バ ス バ ー ４ １ に 通 電 し た 際 に 、 バ ス バ ー ４ １ が ホ ー ル 素 子 Ｈ に 対 し て 発 生  
さ せ る 電 磁 障 害 を よ り 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 例 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ホ ー ル 素 子 Ｈ は 、 回 路 基 板 ４ ２ の 径 方 向 内 側 の 、 バ  
ス バ ー ４ １ か ら 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ る 。 つ ま り 、 前 記 ホ ー ル 素 子 Ｈ は 、 回 路 基 板 ４ ２ に  
お い て 、 バ ス バ ー ４ １ よ り も 径 方 向 内 側 に 配 置 さ れ る 。 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ホ ー  
ル 素 子 Ｈ ｗ 、 Ｈ ｕ 及 び Ｈ ｖ は 、 同 じ 径 方 向 位 置 （ つ ま り 、 こ れ ら ３ つ の ホ ー ル 素 子 Ｈ は 、  
中 心 軸 Ｏ か ら の 距 離 が 等 し い ） に あ り 、 且 つ 、 周 方 向 に お い て 異 な る 位 置 に 配 置 さ れ て お  
り 、 径 方 向 に お い て バ ス バ ー ４ １ か ら 離 れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 バ ス バ ー ４ １ に 通 電 し た 際 に 、 バ ス バ ー ４ １ が ホ ー ル 素 子 Ｈ に 対 し て 発 生  
さ せ る 電 磁 障 害 を よ り 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 実 施 例 に お い て は 、 ホ ー ル 素 子 Ｈ お よ び バ ス バ ー ４ １ の 径 方 向 位 置 が 、 異 な る 場 合  
を 例 に し て い る （ つ ま り 、 バ ス バ ー ４ １ の 径 方 向 位 置 に 対 し 、 ホ ー ル 素 子 Ｈ は 径 方 向 内 側  
寄 り で あ る ） が 、 本 願 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 い く つ か の 実 施 例 で は 、 ホ ー  
ル 素 子 Ｈ お よ び バ ス バ ー ４ １ の 径 方 向 位 置 が 、 同 じ で あ っ て も よ い 。 つ ま り 、 中 心 軸 Ｏ か  
ら ホ ー ル 素 子 Ｈ ま で の 距 離 が 、 中 心 軸 Ｏ か ら バ ス バ ー ４ １ ま で の 距 離 と 同 じ で あ る 。 こ れ  
に よ り 、 バ ス バ ー ４ １ が 形 成 す る 間 隙 Ｇ に ホ ー ル 素 子 Ｈ が 配 置 さ れ る 。 そ の た め 、 バ ス バ  
ー ４ １ に 通 電 し た 際 に 、 バ ス バ ー ４ １ が ホ ー ル 素 子 Ｈ に 対 し て 発 生 さ せ る 電 磁 障 害 を 低 減  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 は 、 本 願 発 明 に 関 連 す る モ ー タ の 構 成 に つ い て 例 示 的 説 明 を 行 っ た も の に 過 ぎ ず 、  
本 願 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 各 実 施 例 を ベ ー ス に 適 当 な 変 形 を 行 っ て も よ い 。 ま た 、  
各 部 材 に つ い て も 例 示 的 説 明 を 行 っ た も の に 過 ぎ ず 、 本 願 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 各  
部 材 の 具 体 的 内 容 に つ い て は 、 関 連 技 術 を 参 照 し て も よ い 。 ま た 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 し て い  
な い 部 材 を 追 加 す る か 、 或 い は 、 図 １ ～ 図 ４ 中 の １ つ 又 は 複 数 の 部 材 を 減 ら し て も よ い 。  
モ ー タ の 他 の 構 成 及 び 構 造 に つ い て は 、 関 連 技 術 を 参 照 す る こ と が で き 、 こ こ で は 説 明 を  
省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 願 発 明 の 実 施 例 に よ れ ば 、 ホ ー ル 素 子 を バ ス バ ー か ら 可 能 な 限 り 離 し て 配 置 す る こ と  
に よ っ て 、 バ ス バ ー に 通 電 し た 際 に 、 バ ス バ ー が ホ ー ル 素 子 に 対 し て 発 生 さ せ る 電 磁 障 害  
を 低 減 し 、 ホ ー ル 素 子 の 磁 気 検 知 精 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 ２ の 実 施 例
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 願 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 は 、 第 １ の 実 施 例 に 記 載 の モ ー タ を 有 す る 電 気 製 品 を 提 供 す る  
。 第 １ の 実 施 例 に お い て 、 該 モ ー タ の 構 造 に つ い て 詳 し く 説 明 し て お り 、 そ の 内 容 が こ こ  
に 取 り 入 れ ら れ る の で 、 こ こ で は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 願 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に お い て は 、 該 電 気 製 品 は 、 モ ー タ を 備 え る 任 意 の 電 気 機 器 で  
あ っ て よ い 。 例 え ば 、 該 電 気 製 品 は 、 空 気 調 和 機 の 室 内 機 、 空 気 調 和 機 の 室 外 機 、 給 水 機  
、 洗 濯 機 、 掃 除 機 、 圧 縮 機 、 送 風 機 、 ミ キ サ ー 等 の 家 電 機 器 で あ る 。 或 い は 、 該 電 気 製 品  
は 、 ポ ン プ 、 コ ン ベ ア 、 エ レ ベ ー タ 、 標 準 工 業 用 汎 用 マ ウ ン タ ー 、 風 力 発 電 機 、 磨 砕 機 、  
ト ラ ク シ ョ ン モ ー タ 等 の 工 業 機 器 又 は 各 種 情 報 処 理 機 器 で あ っ て も よ い 。 該 電 気 製 品 は 、  
自 動 車 の 電 気 式 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ シ ス テ ム 、 自 動 車 の サ ン ル ー フ 調 節 部 材 、 シ ー ト 調 節  
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部 材 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 、 ブ レ ー キ 装 置 な ど 、 自 動 車 の 各 部 材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 、 具 体 的 な 実 施 形 態 を 結 び 付 け て 本 願 発 明 に つ い て 記 述 し た が 、 こ れ ら の 記 述 は い  
ず れ も 例 示 的 な も の で あ り 、 本 願 発 明 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 対 す る 限 定 で は な い 。 当 業 者 は  
、 本 願 発 明 の 趣 旨 と 原 理 に 基 づ い て 本 願 発 明 に 対 し て 種 々 の 変 形 や 修 正 を 行 う こ と が で き  
、 こ れ ら の 変 形 や 修 正 も 本 願 発 明 の 特 許 請 求 の 範 囲 内 に あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 、 図 面 を 参 照 し て 本 願 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 記 述 し た 。 こ れ ら の 実 施 形  
態 の 多 く の 特 徴 及 び 利 点 は 、 該 詳 細 な 明 細 書 に よ る と 明 白 で あ る 。 従 っ て 、 添 付 さ れ た 特  
許 請 求 の 範 囲 は 、 こ れ ら の 実 施 形 態 の 、 真 の 趣 旨 及 び 範 囲 に 該 当 す る こ れ ら の 特 徴 及 び 利  
点 を す べ て カ バ ー す る 。 な お 、 当 業 者 は 多 く の 修 正 及 び 変 更 を 容 易 に 想 到 す る た め 、 本 願  
発 明 の 実 施 形 態 を 、 例 示 及 び 記 述 さ れ た 精 確 な 構 造 及 び 操 作 に 限 定 す る の で は な く 、 そ の  
特 許 請 求 の 範 囲 に 該 当 す る 適 当 な 修 正 及 び 均 等 物 を す べ て 包 含 す る こ と が で き る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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